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創世記から始める神さま理解 

ご質問と回答② 

 

「何故、ユダヤ人達だけが一神教にたどり着けたのでしょうか。」 

 

お返事 「分かりません。なぜなら、その理由が聖書に明記されていないからです」 

 

I. 学者たちの間で推測されていること 

A. 推測①（一般の学者たち） 

1. 多神教で満足している中で、アブラム、突如、一神教を発明する 

2. それまで誰も思いつかなかった神概念を創り出したアブラムは、人類史上最

強クラスの天才 

B. 推測②（ユダヤ教、イスラム教、キリスト教の学者たち） 

1. ノアの箱舟とその直後の世界は、ひとりの神への畏れがあった 

2. それから何世代もの間、神は沈黙していた 

3. 神が沈黙する中も、人々の人生は進むので、折にかなった助けを得ようと、

人々は神を次々と作りだしていった 

4. ひとりの神がおられる、という記憶が人々の間で薄れていく中で、アブラム

は、そのひとりの神に尊さを覚えていた 

5. そのアブラムに対し、神は沈黙を破って語りかけられた 

II. 國重の理解 

A. 推測②の理解の立場をとる 

B. ただ、決め手は無いため、ただの推測でしかない 


